
取組のポイント（３つの視点）5. 取組詳細（取組内容の詳細及び取組によって得られた成果、今後の方向性等）

「グローバルフェスタJAPAN2019」にブース出展し、来場者に「平和」を発声・紙に記載、をしていただきました。

1. 団体名 特定非営利活動法人
インターナショナル世界平和の響き

2. 連携先
の団体

主催:グローバルフェスタJAPAN2019実行委員会（共催:外務省、独立行政法人国際協力機
構(JICA)、特定非営利活動法人国際協力NGOセンター（JANIC））

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（表面）整理番号:091

モデル性・波及性

世界各国の国旗を持ちながら、「平和」を発
声し、付箋に「平和」と記載していただく、とい
う、どなたでもできることですので、いろいろなイ
ベント、たとえばオリンピックなどでも、手軽に実
践できると思います。
新型コロナウイルス感染拡大の下、今後はオ
ンラインでの実践も工夫したいと思います。

3. 取組
目的

「ユネスコ憲章」に「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の中に平和のと
りでを築かなければならない。」とあり、その実現を目指すためです。

4. 関連する
ゴール

取組開始
時期

2019年9月
28日・29日

取組の
カテゴリー その他（世界平和）来場者に、好きな国の言葉で「平和」を発声し、紙に記載していただき、心に平和のと

りでを築いていただく。

地方創生SDGsの視点

一人でも多くの来場者に「平和」を発信して
いただけるように工夫しました。そのために、国
旗を持っていただいたり、付箋に「平和」を記
載していただいたり、などしました。
グローバルフェスタ2日間で、約160人の方々
が、とても楽しそうに「平和」を発信してください
ました。

ステークホルダーとの連携

弊NPO法人として、JICAに登録し、JANIC
に加入させていただき、連携をさせていただき
ました。その成果の一つとして、このイベント「グ
ローバルフェスタ」にブース出展させていただくこ
とができました。



自由記述欄

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、2020年は、いろいろなイベントが中止せざるを得なくなり、弊NPO法人も、予定していたイベントに参加できない状況でした。今後は、
感染症などの影響を受けずに済む方法、例えばオンラインでの取り組みなどを工夫していきたいと思います。
私たちが、数多く取り組んでいるのは、WPPCというイベントです。「心に平和のとりでを築く」ためです。
WPPC（World Peace Prayer Ceremony:各国の平和を祈るセレモニー）とは、世界193ヶ国の国旗を掲げて、その国と世界の平和を願うというイベントです。国家、
民族、宗教、思想などのあらゆる違いを超え、世界193ヶ国、一国一国の国旗を掲げながら、参加者全員でその国の平和と世界の平和を祈るセレモニーです。参加費は無
料です。このWPPCも、今後は、リアルでの開催と併せて、オンラインでの開催も、工夫していきたいと思います。

地方創生SDGs官民連携事例 応募様式（裏面）

◎グローバルフェスタJAPAN
（外務省のホームページ）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/
shimin/gfjapan.html

◎独立行政法人国際協力機構（JICA／
ジャイカ）ホームページ
グローバルフェスタJAPAN 2019 閉幕
～あなたのチカラを、世界に～
https://www.jica.go.jp/topics/2019/20191
004_01.html

◎JANIC ホームページ
グローバルフェスタ
https://bit.ly/2ItW9eL

◎特定非営利活動法人インターナショ
ナル世界平和の響きホームページ
「グローバルフェスタJAPAN2019」の
ご報告
https://sekaiheiwa-no-
hibiki.or.jp/2019/10/01/info-wppc-5/

グローバルフェスタ WPPC のご紹介
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